
令和５年度 学校評価シート 

東海市立三ツ池小学校  

住  所  東海市加木屋町鎌吉良根９ 

電話番号  ０５６２－３４－６３１３  児童３３７ 

校 長 名  中 山 律 子  クラス１６学級（内 特支４） 

○教育目標   学ぶ（知） 行う（徳） 鍛える（体） 
○地域の特色  三ツ池コミュニティや学校支援協議会、ＰＴＡや地域の福祉施設などによる学校教育への支援がとても充実している。 

中期 

目標 
今年度の目標 評価方法（アンケート項目） 結果の分析 課題と改善策 学校支援協議会評価 

【実施日】令和６年２月８日 
次年度の改善策 

（誰が何をどうする） 

知 

○ 「教員は授業で勝負」を
合言葉に、全教職員で、特
に児童の学習に対する関
心や意欲を高めるような
教育実践研究に取り組む
ことによって、授業力をさ
らに向上させる。 

○ 児童が習得した知識・技
能を活用する場面が設定
されている授業、各場面に
おける指導者としての意
図が明確である授業、単元
を見通して構築してある
授業をすることによって、
子どもたちを主体とした
「わかる授業」「楽しい授
業」を実践する。 

○ 授業に関する児童・保護者・教職員アンケ
ートの以下の項目について、昨年度と本年度
の肯定的な回答の結果を比較する。 

【児 童９～13】 
 「楽しさ」「内容の理解」「教員の熱心な指 

導」「発表」「意見の聞き取り」 
【保護者11】 

「分かりやすい授業の実施」 
【教職員10・11】 
 「児童を主体とした『わかる授業』『楽しい 

授業』の実践」 
 「児童の関心や意欲を高める授業の工夫」 
○ 令和５年度末に実施した「数研式教育・ 

心理検査（ＣＲＴ）」の結果を分析する。 

◯ 授業に関する児童・保護者・教職員アンケートの肯定的な回答結果
は以下のとおりである。 

       昨年度 本年度       昨年度 本年度 
 【児 童９】 78％  78％ 【保護者11】 87％  88％ 
 【児 童10】 89％  85％ 【教職員10】 96％  95％ 
 【児 童11】  93％  88％  【教職員11】 100％  100％ 
 【児 童12】  68％  61％ 
 【児 童13】  95％  92％ 
  児童の回答結果は、「発表」に関する項目が大きく減少しており、
発表に対して苦手意識をもつ児童が多い傾向となっている。これは、
コロナ禍で話し合いなども積極的に実施できていなかったため、声に
出して発表することに自信がもてない児童が多くいると考える。 

しかしながら、保護者や教職員の回答結果は高い水準を維持してお
り、教職員が本校の現職教育の方向性を理解して取り組んだり、保護
者が授業参観等を通して、本校の教育活動に安心できたりした結果で
あると考える。 

○ 「数研式教育・心理検査（ＣＲＴ）」の結果は、国語・算数共に、
すべての学年において、得点率が全国比を超える結果であり、学力は
十分に定着していると考える。 

○ 「発表」に関する苦手意識を払拭する
ために、例えば、タブレット端末で自分
の考えを伝えることも発表として捉える
など児童の「発表」に対する意識を変え
ていく必要がある。ただし、コロナ禍以
前のように意見を聞き合うような発表形
態も授業の中で実施することも、児童の
伝え合う力向上につながるため、次年度
の現職教育でも「発表」に関する内容を
取り上げるなど、全校体制で児童の「発
表」に対する苦手意識を払拭できるよう
にしていきたい。 

○ 保護者の授業に対する回答結果も高い
水準を維持できているため、次年度も本
年度と同様に各学期１回の授業参観を実
施したり、学校だよりで現職の取組につ
いて継続して伝えたりしていくことが必
要だと考える。 

◯ 発表に関する数値は低下し
たかもしれないが、授業に対
して「わかる」や「先生が熱
心」と児童が思っているのは
とてもすばらしいことであ
り、教職員の努力が伝わる結
果だと考える。 

○ 課題に対して学校が既に研
究テーマの変更等、対策を考
えているため、しっかり実施
できるよう準備をしていくの
が大切だと考える。 

○ 意識調査だけではなく、実
際の学力調査でもよい結果が
出ているのは、授業力向上を
目指して取り組んできた成果
だと考える。 

○ 現職教育主任を中心に、現職
教育のテーマを変更したり、自
分の思いや考えを伝え合う「発
表」方法について様々な形態を
提案したりするなど、全学級が
共通認識のもと、取り組むこと
ができるようにする。 

○ 現職教育のテーマ変更に伴
い、次年度の学校評価アンケー
トの質問項目の変更について
も、現職教育の内容に合わせて
今年度中に見直しをする。 

○ 今後も分かりやすい授業を実
施していると保護者に理解され
ていくために、学校として年間
計画に授業参観を各学期１回程
度設定する。 

徳 

○ あいさつ・返事など礼儀
の大切さを知り、誰に対し
ても真心をもって接する
態度を育てる。 

○ スリッパの整頓など、よ
く考えて行動し、進んでみ
んなのために働こうとす
る態度を育てる。 

○ いじめはどの児童にも
起こりうるものであり、誰
もが被害者にも加害者に
もなりうるという認識の
もと、いじめは絶対に許さ
ない、見過ごさないという
姿勢で指導にあたる。 

◯ 児童・保護者・教職員アンケートの以下の
項目について、昨年度と本年度の肯定的な回
答の結果を比較する。 
・ あいさつ・返事に関する項目 
【児 童２・３】 
「あいさつ」「呼名時の返事」 

【保護者５】「家庭内でのあいさつや返事」 
【教職員14】 
「あいさつや返事に対する具体的な方策」 

・ スリッパの整頓等に関する項目 
【児 童４】 
「自分のくつや自分がはいたトイレのスリッパ」 

【保護者８】「はきものをそろえる習慣」 
【教職員15】 

「はきものそろえの具体的な方策」 
・ いじめ防止に関する項目 
【児 童20～22】 

  「他の人への悪口」「友達や下級生に対す 
る言動」「いじめ発見時の言動」 

 【保護者18】「いじめのない学校づくり」 

◯ 「あいさつ・返事」「スリッパの整頓等」「いじめ防止」に関する
児童・保護者・教職員アンケートの肯定的な回答結果は以下のとおり
である。 

 ・ あいさつ・返事に関する項目 
       昨年度 本年度       昨年度 本年度 
 【児 童２】 87％  81％ 【保護者５】 80％  80％ 
 【児 童３】 78％  75％ 【教職員14】 92％  95％ 
 ・ スリッパの整頓等に関する項目 
       昨年度 本年度       昨年度 本年度 
 【児 童４】  94％  90％  【保護者８】 46％   45％ 
                            【教職員15】  84％  90％  
 ・ いじめ防止に関する項目 
       昨年度 本年度       昨年度 本年度 
 【児 童20】 86％  80％ 【児 童22】 78％  75％ 
 【児 童21】 93％  93％ 【保護者18】 83％    82％ 
  児童の回答結果は、「あいさつ・返事」「スリッパの整頓等」に関する
項目が若干、減少している。これは昨年度、大きく向上したこともある
ので、高い水準ではないが現状維持と捉えている。ただし、いじめ防止
の「他の人への悪口」に関する項目については、数値が減少し、否定的
な回答をしている児童が高学年全体の２割を占めているということに
学校として危機感を感じている。 

○ 「あいさつ・返事」「スリッパの整頓
等」に関する項目について、児童用の回
答結果は減少しているが、昨年度に比べ
総務委員会による「方言あいさつ運動」
や生活委員会による「トイレのスリッパ
整頓チェック」など「主役は子ども」を
合言葉に主体的に委員会活動を展開でき
ているので、次年度も継続していくこと
が必要だと考えている。また、「スリッ
パの整頓等」については、保護者の回答
結果は昨年度同様、低い水準であるため、
学校での指導を家庭でも同様にお願いで
きるよう、本校のブログ等で発信できる
ようにしたい。 

○ 「いじめ防止」の「他の人への悪口」
に関する項目については、高学年の２割
にあたる児童が否定的に捉えていること
は大きな課題である。次年度の道徳教育
に関する重点目標を「善悪の判断、自律、
自由と責任」「親切、思いやり」「友情、
信頼」に設定し、教科だけでなく教育活
動全体で児童を指導していく必要があ
る。 

○ 民生委員・主任児童委員の
あいさつ運動のときにも、児
童のあいさつする声はよく聞
こえる状況であるし、地域住
民の数値は向上しているた
め、下がった数値に一喜一憂
する必要はない。 

○ 「スリッパの整頓等」に関
する項目は、児童も含めた学
校側と保護者側の思いに乖離
が見られる。ただし、学校で
は整理整頓をしようとする児
童が育っていることはよいこ
とであり、家庭は児童にとっ
てもリラックスできる場所と
して親任せになっている部分
は仕方ないと考える。 

○ 他の人への悪口の数値は低
下しているが、友達や下級生
に対して親切にしている児童
の数値は多く、その状況を評
価したい。 

○ あいさつ・返事については、
今年度の特別活動指導部と学習
指導部の取組を継続し、数値の
低下が一過性のものかどうかを
検証する。 

○ 家庭でも更にスリッパの整頓
が習慣化するよう生活委員会担
当者がブログで学校の様子を紹
介したり、教頭が学校だよりで
家庭での児童に対する声かけを
今後も依頼したりする。 

○ 道徳教育に関する重点目標を
「善悪の判断、自律、自由と責
任｣｢親切、思いやり｣｢友情、信
頼」に設定し、教科だけでなく
教育活動全体で心の教育を展開
していく。 

○ 友達や下級生に対し、親切に
接している児童は多いため、そ
のような児童の言動を適切に称
賛し、よい言動の連鎖が学校全
体で起きるようにする。 

体 

○ 日常および行事前後の
健康観察を徹底し、事故の
防止・感染症・不登校傾向
など心身の問題の早期発
見と予防に努める。 

○ 児童の発達段階に合っ
た運動の実践を通して、基
礎的な身体能力を身に付
け、運動の楽しさや喜びを
味わわせられるようにす
る。 

 

○ 保健室のけがの記録、長
欠児童記録等から児童の心
身の状況について、昨年度
の来室記録と比較して評価
する。 

○ 本年度の体力テストで体
力賞Ａを獲得した５・６年
児童の結果と昨年度を比較
することで、児童の体力が
どのような状況にあるか分
析をする。 

○ 内科的・外科的な保健室来室児童の昨年度と本年度の状況は以下のとおりである。 
       昨年度 本年度       昨年度 本年度 
 【内  科】 213人  258人 【外  科】 534人  739人 ※12月末時点の数値 
  本年度については、昨年度と比較すると内科・外科共に増加している。外科について
は、外遊びでの怪我が多く、コロナ禍前のように思い切り外遊びを楽しむ児童が増えて
いることが影響している。内科は微増ではあるが、登校渋りの児童も増加傾向にあるた
め、気持ちの面によるものかどうか今後も注視する必要がある。 

○ 体力テストについては、５年生は学年の約３割の児童が体力賞Ａを獲得するなど基
礎的な身体能力が身に付いている児童が多い。６年生も昨年度に比べ、体力賞Ａを獲得
する児童が増加し、全体をとおしてよい結果であったと考える。 

       昨年度 本年度       昨年度 本年度 
 【５    年】  ５人   14人 【６  年】 11人  ８人 

○ 元気に外遊びできる状況はよいことと
捉えているが、怪我の増加は遊び方の問
題とも言える。折に触れて学級活動の時
間に、遊び方について児童と確認するこ
とで、未然防止につながると考える。ま
た、様々な機会に情報交換を実施し、学
校生活に不安を感じている児童の早期発
見に努めていきたい。 

○ 体力テストの結果からは課題は見当た
らないが、なわとび運動の達成者など、
次年度は別視点で児童の身体能力の状況
を把握する必要もあると考える。 

○ 外科のけがも多くなってい
るが、コロナ禍前のように、元
気よく遊ぶ子が多くなった証
拠でもあるし、体力テストの
結果もよいので、安全に気を
付けて、これからも元気よく
外で遊び、体力向上にもつな
げてほしい。 

○ 不登校傾向の児童は少しず
つ増えているのは気になるの
で、心の教育も含めて、学校の
取り組みに期待したい。 

○ 体力テストの結果は十分に満
足できる内容ではあるが、すべ
ての児童の体力向上を把握する
ため、次年度はなわとび運動の
記録達成者数の増減を比較し、
検証していけるようにする。 

○ 登校渋りの児童が増加する新
年度当初に家庭と連携して、児
童の心の状況を適切に把握でき
るようにする。また、本年度、
不登校傾向のあった児童の引継
ぎを今年度中に実施する。 

地 

域 

連 

携 

○ 「誠意はスピード」を合
言葉に、保護者や地域の方
の声に、迅速かつ誠意をも
って対応する。 

○ 「情報は毎日発信」を合
言葉に、ホームページ等に
よって、子どもたちの学校
生活の様子を積極的かつ
定期的に発信する。 

○ 保護者や地域の方へ発
出する文書をより分かり
やすく、かつ、形式をとと
のえたものとする。 

◯ 保護者・地域住民・教職員アンケートの以
下の項目について、昨年度と本年度の肯定的
な回答の結果を比較する。 
・ 学校の印象に関する項目 
【保護者・地域住民１】「よい学校」 
【教職員１】「誇れる学校」 
・ 学校の情報発信に関する項目 
【保護者２・３】 
「知りたい情報」「ブログ・通信の閲覧」 

【地域住民３・４】 
  「学校の様子」「ブログ・通信の閲覧」 
【教職員22】 

  「ブログ・通信による情報の積極的公開」 

◯ 学校の「印象」「情報発信」に関する保護者・地域住民・教職員ア
ンケートの肯定的な回答結果は以下のとおりである。 

 ・ 学校の印象に関する項目 
        昨年度 本年度        昨年度 本年度 
 【保 護 者１】 97％  97％ 【教 職 員１】 100％  100％ 
 【地域住民１】 100％  100％  
 ・ 学校の情報発信に関する項目 
        昨年度 本年度        昨年度 本年度 
 【保 護 者２】 95％  93％ 【地域住民３】 100％   95％ 
 【保 護 者３】 77％  80％ 【地域住民４】 63％  70％ 
 【教 職 員22】 100％  100％ 

  学校の印象・情報発信に関する項目は、昨年度と同様のよい状況が続
いている。これは教職員が地域行事に参加したり、教頭がコミュニティ
の会議の場でＰＲ活動したりした成果だと考える。 

○ 地域住民のブログ等の閲覧に関する項
目についても改善傾向にあるため、次年
度も引き続き、以下の内容に取り組む。 

 ・ 地域の行事に参加した際もブログ等
でその様子を発信し、行事の場でも地
域住民に伝えることで、ブログ等に対
する地域住民の意識向上につなげるよ
うにする。 

 ・ コミュニティ会議の場で、ブログ  
等の閲覧方法を教頭が地域住民に説明
をする。 

 ・ 環境整備ボランティアの活動機会を
増やし、地域住民が学校に来校できる
機会を増やす。 

○ 三ツ池コミュニティ事務局
も、たくさんの教職員や児童
がコミュニティ主催の行事に
参加してくれることを喜んで
いる。 

○ 学校の環境整備もだが、ミ
シンボランティアなど学習支
援系のボランティア活動を楽
しみにしている高齢の方もい
るため、回覧版などを利用し
てＰＲしていくと、学校と地
域のつながりが更に強くな
り、次年度からのコミュニテ
ィ・スクールの取組にもつな
がると考える。 

○ 次年度も三ツ池コミュニティ
の行事に教職員が参加できるよ
う勤務の割り振り変更など、参
加しやすい体制も構築してい
く。 

○ ミシンボランティアなど学習
支援に関するボランティアも、
個人情報に留意した上で、実施
を検討する。その際、学校だよ
りにボランティアの内容を掲載
し、地域の回覧版に掲載するな
ど、保護者だけでなく地域住民
への案内も積極的に行い、地域
との連携を強化していく。 


